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 第 １ 章  総 則  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、流 山 市 自 治 基 本 条 例（ 平 成 ２ １ 年 流 山 市 条

例 第 １ 号 。 以 下 「 自 治 基 本 条 例 」 と い う 。） 第 ２ ３ 条 の 規 定 に

基 づ き 、 市 長 の 財 政 運 営 に 関 す る 基 本 事 項 を 定 め る こ と に よ

り 、 将 来 に わ た る 健 全 で 規 律 あ る 市 の 財 政 運 営 に 資 す る こ と

を 目 的 と す る 。  

【 解 説 】  

 流 山 市 自 治 基 本 条 例 第 ２ ３ 条 の 規 定 に 則 り 、 市 長 の 財 政 運 営 の

健 全 化 、公 開 性 及 び 効 率 性 を 推 進 す る 制 度 の 構 築 を 図 る も の で す 。 

 財 政 運 営 上 の 市 長 の 責 務 や 財 政 情 報 の 公 表 等 、 基 本 事 項 を 明 確

に す る こ と に よ り 、 将 来 に わ た り 健 全 で 規 律 あ る 市 の 財 政 運 営 を

行 う た め の 指 針 と な る こ の 条 例 の 立 案 目 的 を 定 め て い ま す 。  

 

（ 基 本 理 念 ）  

第 ２ 条  市 長 は 、前 条 の 目 的 を 達 成 す る た め 、常 に 財 政 状 況 を 総

合 的 に 把 握 し 、 財 源 を 効 果 的 か つ 効 率 的 に 活 用 す る こ と に よ

り 、 財 政 を 健 全 に 運 営 し な け れ ば な ら な い 。  

２  市 長 は 、 持 続 可 能 な 財 政 構 造 の 確 立 に 向 け て 計 画 的 に 財 政

運 営 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

【 解 説 】  

 第 １ 項 で は 財 政 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 を 規 定 し て い ま す 。 財 源

の 確 保 な ど に よ り 、 健 全 な 財 政 状 況 を 維 持 す る こ と を 規 定 し て い

ま す 。  

 第 ２ 項 で は 、 基 金 の 確 保 や 地 方 債 の 発 行 に よ る 将 来 の 利 用 者 間

に お け る 負 担 の 公 平 性 を 確 保 し た 計 画 的 な 財 政 運 営 を 行 う こ と で 、

持 続 可 能 な 財 政 構 造 を 確 立 す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

  

（ 市 長 の 責 務 ）  

第 ３ 条  市 長 は 、前 条 の 基 本 理 念 に 則 り 、市 民 ニ ー ズ を 的 確 に 把

握 し 、 必 要 性 を 考 慮 し た 予 算 の 編 成 及 び 適 正 な 執 行 を す る こ

と に よ り 、健 全 で 規 律 あ る 財 政 運 営 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 
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【 解 説 】  

 基 本 理 念 に 則 り 、 市 民 ニ ー ズ を 的 確 に 把 握 し た 上 で 、 必 要 性 を

考 慮 し た 予 算 編 成 、 予 算 執 行 を 行 い 、 健 全 な 財 政 運 営 を 行 う 市 長

の 責 務 を 規 定 し て い ま す 。  

 

 第 ２ 章  財 政 運 営 の 基 本 原 則  

（ 財 政 情 報 の 公 表 ）  

第 ４ 条  市 長 は 、 財 政 に 関 す る 情 報 を 市 民 に 分 か り や す く 公 表

す る こ と に よ り 、市 民 と 情 報 を 共 有 し 、財 政 運 営 の 透 明 性 の 確

保 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

【 解 説 】  

 市 長 は 、 財 政 に 関 す る 情 報 を 積 極 的 に 市 民 に 分 か り や す く 公 表

す る こ と に よ り 、 市 民 と 情 報 を 共 有 す る と と も に 、 財 政 運 営 の 透

明 性 の 確 保 に 努 め る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

 

（ 財 政 状 況 の 把 握 及 び 分 析 ）  

第 ５ 条  市 長 は 、 財 政 の 状 況 を 総 合 的 に 把 握 し 、 分 析 を 行 う た

め 、毎 年 度 、財 産 の 保 有 状 況 に つ い て 市 が 加 入 す る 組 合 等 を 含

め た 連 結 決 算 を 行 い 、次 に 掲 げ る 財 務 諸 表 を 作 成 し 、公 表 し な

け れ ば な ら な い 。  

（ １ ） 貸 借 対 照 表  

（ ２ ） 行 政 コ ス ト 計 算 書  

（ ３ ） 純 資 産 変 動 計 算 書  

（ ４ ） 資 金 収 支 計 算 書  

【 解 説 】  

 市 長 は 、 財 政 の 状 況 を 総 合 的 に 把 握 し 、 分 析 を 行 う た め 、 決 算

年 度 ご と に 自 治 基 本 条 例 第 ２ ３ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 財 政 情 報 を 作

成 し 、 公 表 す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

ま た 、こ の 財 政 情 報 に は 一 般 会 計 等（ 普 通 会 計 ）、全 体 会 計（ 普

通 会 計 に す べ て の 特 別 会 計 及 び 企 業 会 計 を 加 え た も の ） の ほ か 、

市 が 加 入 す る 組 合 等 （ 新 地 方 公 会 計 制 度 に お け る 基 準 に よ り 抽 出

し た 組 合 等 ） の 財 務 書 類 を 作 成 し 、 公 表 し な け れ ば な ら な い と 規
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定 し て い ま す 。  

「 普 通 会 計 」 と は 、 一 般 会 計 、 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 の 一

部  

「 特 別 会 計 」と は 、介 護 保 険 特 別 会 計 、国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 、

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 、 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計  

 「 企 業 会 計 」 と は 、 水 道 事 業 会 計 、 下 水 道 事 業 会 計  

 「 市 が 加 入 す る 組 合 等 」 と は 、 流 山 市 土 地 開 発 公 社 、 北 千 葉  

広 域 水 道 企 業 団 、 東 葛 中 部 地 区 総 合 開 発 事 務 組 合 、 千 葉 県 市 町  

村 総 合 事 務 組 合 、 千 葉 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合  

 な お 、 こ こ で い う 財 産 と は 、 地 方 自 治 法 第 ２ ３ ７ 条 第 １ 項 で  

規 定 さ れ て い る 財 産 を 意 味 し て い ま す 。  

 

（ 財 政 計 画 ）  

第 ６ 条  市 長 は 、 総 合 計 画 に お け る 基 本 計 画 及 び 実 施 計 画 の 策

定 の 際 、計 画 期 間 に 応 じ た 財 政 の 見 通 し を 作 成 し 、財 政 計 画 と

し て 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

【 解 説 】  

 総 合 計 画 の 策 定 の 際 に は 、 実 行 性 を 高 め る た め に 、 基 本 計 画 、

実 施 計 画 そ れ ぞ れ の 計 画 期 間 に 応 じ た 財 政 の 見 通 し を 作 成 し 、 各

計 画 の 中 で 自 治 基 本 条 例 第 ２ ３ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 財 政 計 画 と し

て 公 表 す る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

 

（ 地 方 債 の 発 行 ）  

第 ７ 条  市 長 は 、地 方 債 を 発 行 す る 場 合 に お い て は 、次 に 掲 げ る

事 項 に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。  

（ １ ） 将 来 に お い て 市 民 が 負 担 す る こ と の 妥 当 性  

（ ２ ） 当 該 地 方 債 に 係 る 償 還 金 が 将 来 の 財 政 運 営 に 与 え る 影 響  

【 解 説 】  

 地 方 債 は 、 将 来 の 利 用 者 間 に お け る 負 担 の 公 平 性 の 確 保 に 資 す

る 反 面 、 事 業 計 画 に 参 画 し て い な い 将 来 世 代 に 債 務 を 引 き 継 ぐ こ

と や 、 長 期 間 に わ た る 地 方 債 償 還 費 用 が 財 政 硬 直 化 の 要 因 と な る

こ と が 懸 念 さ れ ま す 。 こ の た め 、 地 方 債 の 発 行 に あ た っ て は 、 将
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来 に お い て 市 民 が 負 担 す る こ と の 妥 当 性 を 検 討 す る と と も に 、 償

還 金 が 将 来 の 財 政 運 営 に 与 え る 影 響 に 留 意 し な け れ ば な ら な い こ

と を 規 定 し て い ま す 。  

 

（ 基 金 の 積 立 て ）  

第 ８ 条  市 長 は 、緊 急 的 な 行 政 需 要 に 対 応 す る た め 、必 要 と 認 め

ら れ る 額 の 資 金 を 財 政 調 整 積 立 基 金 に 留 保 す る よ う 努 め な け

れ ば な ら な い 。  

２  市 長 は 、公 共 施 設 の 修 繕 、新 築 又 は 建 替 え に 係 る 経 費 そ の 他

資 金 の 留 保 が 必 要 と 認 め ら れ る 経 費 に 充 て る た め 、 計 画 的 に

基 金 に 積 み 立 て る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

【 解 説 】  

 緊 急 的 な 行 政 需 要 に 対 応 す る た め 、 必 要 な 額 を 財 政 調 整 積 立 基

金 に 留 保 す る よ う 努 め る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

 そ の 他 の 目 的 基 金 に つ い て は 、 公 共 施 設 の 修 繕 等 や そ の 他 の 資

金 の 留 保 が 必 要 と 認 め ら れ る 経 費 に 充 て る た め 、 計 画 的 に 基 金 に

積 み 立 て る よ う に 努 め る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

 ま た 、「 公 共 施 設 」と は 、公 用 施 設（ 市 役 所 庁 舎 や ク リ ー ン セ ン

タ ー 、 消 防 署 な ど 、 行 政 事 務 を 執 行 す る た め の 施 設 ） と 、 公 共 用

施 設 （ 公 民 館 や 体 育 館 、 図 書 館 な ど 、 一 般 の 利 用 に 供 す る た め の

施 設 ） を い い ま す 。  

 

（ 資 産 の 活 用 ）  

第 ９ 条  市 長 は 、長 期 的 な 観 点 に 立 っ て 、公 共 施 設 そ の 他 の 資 産

の 用 途 の 見 直 し や 維 持 補 修 等 を 行 い 、 効 果 的 に 資 産 を 活 用 し

な け れ ば な ら な い 。  

【 解 説 】  

 資 産 の 活 用 に 当 た っ て は 、 長 期 的 な 観 点 に 立 っ て 、 用 途 の 見 直

し に よ る 資 産 の 有 効 活 用 、 維 持 補 修 等 を 行 い 、 効 果 的 に 資 産 を 活

用 し な け れ ば な ら な い こ と を 規 定 し て い ま す 。  
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（ 予 算 の 編 成 ）  

第 １ ０ 条  市 長 は 、効 果 的 、効 率 的 か つ 健 全 で 規 律 あ る 財 政 運 営

を 行 う た め 、 自 治 基 本 条 例 第 ２ ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 実 施

す る 行 政 評 価 の 結 果 を 、 予 算 編 成 に 反 映 さ せ な け れ ば な ら な

い 。  

２  市 長 は 国 及 び 県 の 動 向 を 注 視 し 、最 新 の 情 報 を 把 握 し 、不 断

の 歳 入 確 保 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

【 解 説 】  

 こ れ ま で 本 市 が 積 極 的 に 構 築 を 進 め て き た 行 政 評 価 を 予 算 編 成

等 に 反 映 し 、 財 政 運 営 を 行 う こ と を 規 定 し て い ま す 。  

 ま た 、国 や 県 の 動 向 を 注 視 し 、最 新 の 情 報 を 把 握 す る と と も に 、

国 ・ 県 補 助 金 の 交 付 基 準 の 確 認 や 予 算 に 計 上 し た 歳 入 の 確 保 は も

と よ り 、 予 算 に 計 上 し て い な い 新 た な 歳 入 に つ い て も 確 保 に 努 め

る こ と を 規 定 し て い ま す 。  

 

（ 効 果 的 な 予 算 執 行 ）  

第 １ １ 条  市 長 は 、事 業 効 果 を 考 慮 し た 上 で 、最 大 の 成 果 が 得 ら

れ る よ う 予 算 の 執 行 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

【 解 説 】  

 予 算 の 執 行 に つ い て は 、 事 業 効 果 を 考 慮 し た 上 で 、 最 も 効 率 的

で 最 大 の 効 果 が 得 ら れ る よ う 事 業 を 展 開 し な け れ ば な ら な い こ と

を 規 定 し て い ま す 。  

  

（ 重 要 課 題 等 へ の 対 応 ）  

第 １ ２ 条  市 長 は 重 要 性 の あ る 新 た な 行 政 課 題 に 対 応 す る 場 合

は 、そ の 必 要 性 、効 果 及 び 財 源 を 明 ら か に し た 上 で 対 応 し な け

れ ば な ら な い 。  

【 解 説 】  

 社 会 経 済 状 況 等 の 変 化 に よ り 発 生 し た 新 た な 行 政 課 題 に 対 し 大

き な 財 政 出 動 が 避 け ら れ な い 場 合 に つ い て は 、 そ の 必 要 性 、 効 果

及 び 財 源 を 明 ら か に し た 上 で 予 算 措 置 し 、 予 算 執 行 す る こ と を 規

定 し た も の で す 。  
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第 ３ 章  健 全 財 政 の 維 持  

（ 判 断 指 標 ）  

第 １ ３ 条  市 長 は 、 地 方 公 共 団 体 の 財 政 の 健 全 化 に 関 す る 法 律

（ 平 成 １ ９ 年 法 律 第 ９ ４ 号 。 以 下 「 財 政 健 全 化 法 」 と い う 。）

に 規 定 す る 実 質 公 債 費 比 率 及 び 将 来 負 担 比 率 を 財 政 判 断 指 標

と し 、 財 政 健 全 化 法 の 規 定 に 基 づ き 国 が 指 定 す る 早 期 健 全 化

基 準 の ２ 分 の １ を 市 独 自 の 基 準 （ 以 下 「 早 期 警 戒 基 準 」 と い

う 。）と 定 め 、こ れ を 上 回 ら な い よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。 

【 解 説 】  

 健 全 な 財 政 運 営 に 向 け た 様 々 な 取 組 の 効 果 を 確 認 す る た め 、 財

政 健 全 化 法 に お い て 、定 め ら れ て い る「 実 質 公 債 費 比 率 」及 び「 将

来 負 担 比 率 」 を 財 政 判 断 指 標 と し て 設 定 し 、 そ の 数 値 か ら 財 政 運

営 の 状 況 を 判 断 す る も の で す 。  

 平 成 ２ ９ 年 １ 月 現 在 、 財 政 健 全 化 法 で は 、 実 質 公 債 費 比 率 が ２

５ ％ 以 上 、 将 来 負 担 比 率 が ３ ５ ０ ％ と 早 期 健 全 化 基 準 が 定 め ら れ

て い ま す が 、 市 独 自 の 基 準 を 、 そ の ２ 分 の １ と し て 、 実 質 公 債 費

比 率 を １ ２ ． ５ ％ 、 将 来 負 担 比 率 が １ ７ ５ ％ と 定 め 、 こ れ を 上 回

ら な い よ う に 努 め な け れ ば な ら な い こ と を 規 定 し た も の で す 。  

 な お 、 財 政 健 全 化 法 で 定 め ら れ て い る ４ 指 標 の う ち 「 実 質 赤 字

比 率 」 と 「 連 結 実 質 赤 字 比 率 」 に つ い て は 、 決 算 段 階 で 赤 字 に な

っ た 場 合 に 数 値 化 さ れ る た め 、 早 期 警 戒 基 準 か ら は 除 外 し て い ま

す 。  

※ 実 質 公 債 費 比 率  

 公 営 企 業 会 計 を 含 む す べ て の 会 計 と 、 公 社 や 一 部 事 務 組 合 、 第

三 セ ク タ ー な ど を 含 め て 、 収 入 に 対 す る 借 金 の 返 済 費 用 の 占 め る

割 合 を 指 標 化 し 、 資 金 繰 り の 程 度 を 示 す 指 標 で す 。  

※ 将 来 負 担 比 率  

 公 営 企 業 会 計 を 含 む す べ て の 会 計 と 、 公 社 や 一 部 事 務 組 合 、 第

三 セ ク タ ー な ど を 含 め て 、 将 来 支 払 っ て い く 可 能 性 の あ る 債 務 か

ら 、こ れ ら の 支 払 い に 充 て る こ と の で き る 基 金 残 高 を 差 し 引 い た 、

現 時 点 で の 残 高 を 指 標 化 し 、 将 来 財 政 を 圧 迫 す る 可 能 性 の 度 合 い

を 示 す 指 標 で す 。  
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（ 健 全 財 政 維 持 の 取 組 ）  

第 １ ４ 条  市 長 は 、早 期 警 戒 基 準 を 上 回 っ た 場 合 は 、健 全 な 財 政

運 営 を 維 持 す る た め の 計 画 （ 以 下 「 健 全 財 政 維 持 計 画 」 と い

う 。） を 直 ち に 策 定 す る と と も に 、 健 全 財 政 維 持 計 画 に 従 い 、

財 政 の 健 全 化 に 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い 。  

２  市 長 は 、健 全 財 政 維 持 計 画 を 策 定 し 、又 は 変 更 し た 場 合 は 、

こ れ を 議 会 に 報 告 し 、か つ 、市 民 に 広 く 公 表 し な け れ ば な ら な

い 。  

【 解 説 】  

 前 条 の 基 準 を 上 回 っ た 場 合 に つ い て 規 定 し た も の で 、 早 期 警 戒

基 準 に 該 当 し た 場 合 に 、 健 全 財 政 維 持 を 目 指 し た 自 主 的 な 「 健 全

財 政 維 持 計 画 」 の 策 定 と 計 画 に 従 っ た 財 政 の 健 全 化 の 取 組 の 実 行

に つ い て 規 定 し た も の で す 。  

 健 全 財 政 維 持 計 画 の 策 定 に 当 た っ て は 、 議 会 に 対 す る 報 告 及 び

一 般 へ の 公 表 に つ い て 規 定 し た も の で す 。  

 

 第 ４ 章  雑 則  

（ 委 任 ）  

第 １ ５ 条  こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 別 に 定

め る 。  

【 解 説 】  

 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 別 に 定 め る こ と と

し て い ま す 。  

 

 

 附 則  

（ 施 行 期 日 )  

 こ の 条 例 は 、 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

【 解 説 】  

 こ の 条 例 の 施 行 期 日 を 定 め て い ま す 。  


